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（写真 1），市場へ持ってゆく。表 1はケーロン漁家 K 氏が魚商人から受け取
った仕切伝票をもとに，漁獲物を販売した状況を示したものである。K 氏は



















表 1 K 氏のケーロン漁獲高（1994年 8月 8日）


























































1 RM は約 40円
K 氏の漁獲仕切伝票より作成






















































































































計 19,080 5,550 24,630 750（75） 25,380
注）単位 RM（1 RM は約 40円）









は，プラスチック製で箱 1杯に約 50 kg の魚を入れることができる。そして
箱 1杯が 10リンギット（マレーシアの貨幣単位，以下 RM と略記する）（1）で
集荷業者に引き取られる。表に示した期間中に 1日で最高 550 kg のくず魚が



























































によれば，1 kg あたりの尾数および kg あたりの引き取り単価は，グルクマ
が 7尾で 6 RM，メアジが 8尾で 4 RM，サイトウが 3尾で 2 RM，カツオが
1尾で 2 RM であった。そこで，これらの数値と漁獲尾数によって，調査日そ
れぞれの漁獲量を算出し，漁獲金額を以下のように推計してみた。
［7月 7日］
グルクマ 86 RM（100/7×6）＋メアジ 33 RM（66/8×4）＋サイトウ 13 RM





グルクマ 104 RM（121/7×6）＋メアジ 47 RM（94/8×4）＝151 RM（132
RM）
［7月 11日］







表 3 刺網による魚種別の漁獲尾数（1998年 7月）




































































































































































































































1992年に政府の LKIM（Lembaga Kemajuan Ikan Malaysia：マレーシ
ア漁業開発公社）によって漁業施設が整備された。2002年 8月現在では，四








































表 4 M 氏による塩干魚加工用原料の買い付け量（2002年 6月 30日～8月 12日）
漁業者 6月30日 7月3日 7月4日 7月14日 7月30日 7月31日 8月1日 8月3日
ali 18 4 37 9.5
arimati
cob 30 55 15 51 132
dand 4
halim 5 16 34 22 14
harun






midin 11 5 56 68 15.5 17.5 31
pa 10 2 13 57.5 12.5 25






sah 19.5 15 4.5
twan 35 24.5
計 84 19 164 206 360 124.5 187 95
漁業者 8月4日 8月5日 8月7日 8月10日 8月11日 8月12日 計
ali 22 14 10.5 115
arimati 8 8
cob 283
dand 17.5 4 25.5
halim 23 2.5 5 12.5 16.5 150.5
harun 27 27






midin 24 3 8.5 3.5 11 8.5 262.5
pa 55 37 11 3.5 20 246.5
paman 52
pamid 1.5 4.5




sah 2.5 16 11 68.5
twan 48 107.5












年 4月が 18日，5月が 4日，6月が 20日，7月が 5日，8月が 8日（ただし















M 氏が日毎に取り扱う魚の量は，期間中，最高が 360 kg，最低が 19 kg で
あった。したがって，魚をさばく作業に女性が雇用されていたならば，その工










































































1 RM は約 32円
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